
第４期宮前区区⺠会議 第１回全体会 【次第】 

第 4 期宮前区区⺠会議 第１回全体会 【次第】 

第４期宮前区区⺠会議 第１回会議 次第 
 みんなで⼒を合わせてくらしやすい地域社会をつくろう  

 
⽇時：平成 24 年 5 ⽉ 22 ⽇(⽕)18：00 20：00 

                 場所：宮前区役所 ４階⼤会議室 
 

委嘱状交付              18：00 18：10 
 

１ 開会あいさつ          18：10 18：12 
２ 出席委員紹介・事務連絡     18：12 18：20 ２ページ 
３ 第４期宮前区区⺠会議の進め⽅  18：20 18：30 ３ ５ページ 
４ 正副委員⻑の選出        18：30 18：40 

委員⻑ ：          
 

副委員⻑：                    

 
【座席移動  以下進⾏、委員⻑・副委員⻑】 

 
５ 議事               

    アンケートについて意⾒交換  18：45 19：50 ６ ９ページ 
 【議事終了】 

６ その他諸連絡           19：50 20：00 
 
【配布資料】 
    １ページ 座席表 
    ２ページ 第４期宮前区区⺠会議 名簿 
    ３ページ 宮前区役所区⺠会議の枠組 Ａ３資料 
    ４ページ 任期２年間の流れ     Ａ３資料 

５ページ ８⽉までのスケジュール  Ａ３資料 
６ ９ページ 地域課題アンケートまとめ Ａ３資料 



１ページ 座席表



 
第４期宮前区区⺠会議 名簿 
 
№ ⽒ 名 お住まい 分  野 団体名等 新任/再任 

1 平井
ひ ら い

 賞⼦
しょうこ

 宮崎５丁⽬ ①防災・地域交通 宮前区安全・安⼼まちづくり推進協議会 再任

2 ⼤村
おおむら

 康
こう

平
へい

 宮崎６丁⽬ 

②福祉・健康 

宮前区社会福祉協議会 再任

3 福⽥
ふ く だ

 美
よし

亘
のぶ

 五所塚１丁⽬ 宮前区⽼⼈クラブ連合会 新任 

4 森⼭
もりやま

 征男
い く お

 有⾺３丁⽬ 宮前区スポーツ推進委員会 新任 

5 ⽥浪
た な み

 由紀⼦
ゆ き こ

 有⾺３丁⽬ 

③⼦育て・教育 

宮前区⼦ども・⼦育てネットワーク会議 新任 

6 豊島
て し ま

 このみ 有⾺ 7 丁⽬ 宮前区⺠⽣委員・児童委員協議会 再任

7 ⼤槻
おおつき

 幹雄
み き お

 菅⽣３丁⽬ 宮前区地域教育会議 新任 

8 本郷
ほんごう

 ⼀雄
か ず お

 菅⽣３丁⽬ ④⾃然・⽣活環境 グリーンフォーラム 21 みやまえ世話⼈会 新任 

9 宮
みや

﨑
ざき

 孝
たかし

 ⾺絹 ⑤産業・まちの活⼒ 宮前区商店街連合会 新任 

10 ⽩井
し ら い

 志津⼦
し づ こ

 ⼟橋 7 丁⽬ ⑥⽂化・観光 宮前区⽂化協会 新任 

11 佐藤
さ と う

 林
りん

吉
きち

 ⽔沢 3 丁⽬ ⑦地域組織・ 
まちづくり 

宮前区全町内・⾃治会連合会（向丘地区） 新任 

12 芒崎
のげさき

 ⼋重⼦
や え こ

 梶ヶ⾕ 宮前区全町内・⾃治会連合会（宮前地区） 新任 

13 浦野
う ら の

 珠⾥
じ ゅ り

 平 4 丁⽬ 
⑧地域特性 

フロンタウンさぎぬま 再任

14 藤⽥
ふ じ た

 信吾
し ん ご

 けやき平１丁⽬ 宮前区まちづくり協議会 再任

15 太⽥
お お た

 公⼦
き み こ

 宮崎  公募 新任 

16 岡
おか

 毅
き

⼀郎
いちろう

 ⼟橋 7 丁⽬  公募 新任 

17 佐々⽊
さ さ き

 良司
りょうじ

 ⼟橋 3 丁⽬  公募 新任 

18 ⿊沢
くろさわ

 ⼀之
かずゆき

 平 3 丁⽬  区⻑推薦 宮前区全町内・⾃治会連合会顧問 新任 

19 ⼭下
やました

 浩
ひろし

 神⽊１丁⽬  区⻑推薦 第３期区⺠会議 委員⻑ 再任

20 直本
なおもと

 享⼦
た か こ

 宮前平 3 丁⽬  区⻑推薦 第３期区⺠会議 副委員⻑ 再任
 

【参与】
市議会議員 

浅野  ⽂直 ⽵⽥ 宣廣 
⽯川  建⼆ ⽥村 伸⼀郎 
⽯⽥  康博 ⽮澤  博孝 
織⽥  勝久 ⼭⽥  晴彦 
添⽥ 勝  

 

県議会議員 
飯⽥ 満 
⼟居 昌司 
持⽥ ⽂男 

２ページ 委員名簿



宮前区区民会議の枠組

全体会

調査審議

審
議
課
題
の
選
定

優
先
順
位
の
決
定

専
門
部
会
設
置
の
可
否

課
題
解
決
策
の
検
討

委 員 20名（内訳）①団体推薦 14名
②公募 3名
③区長推薦 3名

互選
委員長 1名
副委員長 2名

参 与 12名
（必要な助言をする

ことができる）

区 長

課題解決に向けた取組

暮らしやすい地域社会を形成するため、区民の参加と協働による課題解決に向けた調査審議

課 題

委 員

区 役 所

日頃の活動などを
通じて把握

業務等で把握

審
議
結
果
の
取
り
ま
と
め

課

題

の

把

握

課
題
解
決
策
の
検
討

調
査
検
討
結
果
の

取
り
ま
と
め

調査検討

区
民
の
自
主
的
な

取
組
に
よ
る
解
決

区
民
と
区
役
所
が

協
働
で
解
決

関
係
局
区
の
調
整
に

よ
り
市
と
し
て
解
決

国
・
県
な
ど
他
の
行
政

主
体
等
に
よ
り
解
決進

行
管
理
・
評
価

出 席

必
要
に
応
じ

結
果
報
告

区選出市議会議員
区選出県議会議員

報 告

区 民 会 議

委員長⇒部会長
副委員長 2名
委員 若干名

課 題 解 決

条
例
・
規
則
等
ル
ー
ル

の
整
備
に
よ
り
解
決

議
事
の
事
前
調
整

課
題
の
整
理
・
調
整

区
民
会
議
で
委
任
を

受
け
た
事
項

地
域
課
題
対
応
事
業

の
評
価
・
審
議

役 割

企画部会

その他

区
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
・
地
域
で
抱
え
て
い
る
課
題
等

事業提案制度

サンキューコール
市長への手紙 等

区づくりプラン
都市マスタープラン
区民提案

関係者
・専門的活動団体
・個人（専門家）
・その他必要な個人・団体

組 織

関係者 < 専門的活動団体 ・個人（専門家） ・その他必要な個人・団体>

専門部会

個別専門部会

解決に向けた参加と協働

区

団
体

区民会議委員

連携

区役所

関係機関

関係部局

委 員（若干名）

組 織

互選

部会長

３ページ 枠組



企画
部会

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

Ａ部会 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

Ｂ部会 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

 
 
第
６
回
全
体
会

 
 
第
７
回
全
体
会

 
 
区
⻑
へ
の
提
案

 
 
第
８
回
全
体
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
総
括
報
告

・解決すべき課題
 の洗い出し

・先進事例のリサ
 ーチ等

 
 
第
４
回
全
体
会

 
 
第
５
回
全
体
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
中
間
報
告

12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉
 
 
事
前
打
合
せ
会

 
 
第
１
回
全
体
会
 
五
⽉
⼆
⼗
⼆
⽇

・委員の興味関⼼

・課題出し

・審議テーマ選び

 
 
第
２
回
全
体
会

【専⾨部会発⾜】
・各テーマについ
 ての現状調査

・⽬指すべき姿や
 理想像の確認

 
 
第
３
回
全
体
会

6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉11⽉12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉11⽉

第４期宮前区区⺠会議 進⾏イメージ

進⾏
⽬安

平成24年度 平成25年度
課題出しと

審議テーマ選び 現状の洗い出しや先進事例等のリサーチ アイデア出しと
具体的解決策の検討 プランづくり 第４期まとめ

5⽉

部会は必要に
応じて設置し
ます。

地域課題把握アンケートを反映

4ページ 任期２年間の流れ



●自治基本条例の
　ＤＶＤ鑑賞

●区民会議の概要

●任期２年間の流
　れ

●各委員自己紹介

●委嘱状交付

●正副委員長の
　選出

●審議テーマを
　決めるための
　アイデア出し
　

●８月の全体会
　日程決め

●審議テーマ選び
　の方向性確認

・区民会議で取り
　組むべきこと
・区民会議だから
　こそできること
・第４期メンバー
　だからこそ
　取り組めること

●既に把握された
　課題との突合

●課題の分類と関
　連付け

●審議テーマ案づ
　くり

●各テーマの優先
　順位付け

●審議テーマ決定

●所属部会決定

●プレ部会開催
　・部会長選出
　・審議テーマに
　　ついて自由に
　　意見交換
　・部会日程決め

●11月の全体会
　日程決め

地域課題把握アン
ケートを実施。第１
回会議へとつなげる

※区民会議委員であ
ればどなたでも参加
いただけます。ぜひ
みなさん御参加くだ
さい。

※委員長・副委員長
と希望者若干名

6月 準備部会 7月　企画部会

第４期宮前区区民会議　今後のスケジュール

　
ア
イ
デ
ア
出
し
と
意
見
交
換
①

　
意
見
の
グ
ル
ー
プ
分
け
と
関
連
付
け

　
テ
ー
マ
選
び
の
方
向
性
確
認

　
審
議
テ
ー
マ
案
づ
く
り

　
ア
イ
デ
ア
出
し

　
区
民
会
議
の
概
要
に
つ
い
て

　
必
要
に
応
じ
、
専
門
部
会
発
足
・
プ
レ
部
会
開
催

　
審
議
テ
ー
マ
決
定

8月上旬　全体会②

進行
目安

5/9 打ち合わせ 5/22 全体会①

5ページ ８⽉までのスケジュール



【
地

域
課

題
把

握
ア

ン
ケ

ー
ト

　
ま

と
め

】
分

野
番

号
提

案
者

ジ
ャ

ン
ル

課
題

課
題

の
概

要
解

決
策

・
解

決
へ

の
取

組
1

佐
藤

交
通

通
学

児
童

の
安

全
確

保
稗

原
⼩

学
校

児
童

の
登

校
の

場
合

道
幅

：
4m

 （
側

溝
55

cm
含

む
）

距
離

：
11

5ｍ
（

⾞
道

・
歩

道
の

区
別

な
し

）
時

間
帯

交
通

量
：

児
童

55
名

、
⾃

動
⾞

40
台

、
バ

イ
ク

10
数

台

3名
に

て
⾒

張
り

を
⾏

っ
て

い
る

が
、

ど
う

指
導

す
れ

ば
安

全
に

通
学

で
き

る
か

。

2
直

本
交

通
交

通
不

便
地

域
の

対
応

交
通

網
の

整
備

あ
る

い
は

交
通

不
便

な
地

域
に

住
ん

で
い

る
⽅

の
⾜

の
確

保
近

隣
相

互
の

協
⼒

、
地

域
⽀

援
。

バ
ス

・
タ

ク
シ

ー
な

ど
の

乗
り

物
の

整
備

3
藤

⽥
交

通
公

共
交

通
不

便
地

域
⾼

齢
化

し
て

今
の

バ
ス

路
線

で
は

不
便

な
地

域
が

あ
る

。
公

共
施

設
へ

の
⾜

が
不

便
。

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

の
導

⼊
公

共
施

設
へ

の
バ

ス
路

線
4

⼭
下

交
通

交
通

環
境

整
備

●
区

役
所

・
駅

へ
の

交
通

ア
ク

セ
ス

不
便

（
特

に
初

⼭
・

五
所

塚
・

有
⾺

地
区

）
●

区
内

の
東

⻄
交

通
不

備
⽥

園
都

市
線

・
東

名
⾼

速
で

東
⻄

分
断

。
区

内
⼀

体
感

に
問

題
あ

り
。

都
市

計
画

道
路

未
整

備
部

分
の

整
備

促
進

（
特

に
梶

ヶ
⾕

菅
⽣

線
、

登
⼾

野
川

線
）

道
路

が
あ

れ
ば

バ
ス

路
線

新
設

や
組

み
合

わ
せ

も
可

5
平

井
防

犯
駅

前
に

交
番

宮
崎

台
駅

前
交

番
が

な
い

。
防

犯
安

全
確

保
の

た
め

の
、

交
番

を
ふ

や
す

。
6

平
井

防
犯

⼦
ど

も
の

安
全

確
保

。
夜

間
の

防
犯

の
⽭

盾
点

⾒
守

り
の

パ
ト

ロ
ー

ル
が

あ
る

が
、

そ
の

反
⾯

⼦
ど

も
た

ち
は

、
警

戒
し

す
ぎ

て
地

域
で

の
気

軽
な

挨
拶

が
で

き
て

な
い

。
学

校
が

あ
ま

り
に

も
閉

鎖
さ

れ
て

い
る

⾯
も

あ
る

。
7

芒
崎

住
環

境
ト

ン
ネ

ル
の

清
掃

通
学

路
で

も
あ

る
梶

ヶ
⾕

の
尻

⼿
⿊

川
道

路
に

つ
な

が
る

ト
ン

ネ
ル

内
が

は
と

の
糞

等
で

汚
れ

が
⽬

⽴
ち

、
不

衛
⽣

。
安

⼼
し

て
気

持
ち

よ
く

通
れ

る
よ

う
に

。

地
域

住
⺠

の
協

⼒
。

ど
の

よ
う

に
清

掃
を

⾏
う

か
、

清
掃

⽤
具

等
に

か
か

る
費

⽤
は

ど
う

す
る

か
。

相
談

を
し

な
が

ら
実

⾏
で

き
れ

ば
。

8

宮
﨑

住
環

境

美
観

景
観

も
含

め
た

各
種

建
造

物
の

デ
ザ

イ
ン

性
を

⾼
め

る
た

め
の

制
度

提
案

周
囲

を
⾒

渡
せ

ば
、

街
中

の
各

種
建

造
物

は
デ

ザ
イ

ン
的

な
視

点
か

ら
調

和
の

取
れ

て
い

な
い

箇
所

が
多

す
ぎ

る
。

デ
ザ

イ
ン

の
役

割
は

、
⼈

の
⼼

を
癒

し
、

夢
や

、
楽

し
さ

、
感

動
を

与
え

る
。

街
づ

く
り

の
基

本
は

先
ず

、
デ

ザ
イ

ン
⼒

の
向

上
と

思
い

ま
す

が
。

宮
前

平
駅

前
の

交
番

の
外

観
デ

ザ
イ

ン
は

地
域

の
活

⼒
を

低
下

し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

9
本

郷
住

環
境

ラ
ブ

ホ
テ

ル
建

設
川

崎
Ｉ

Ｃ
お

り
て

清
⽔

台
⽅

⾯
に

向
か

う
処

、
旧

道
路

公
園

事
務

所
横

の
空

き
地

に
ラ

ブ
ホ

テ
ル

建
設

の
う

わ
さ

あ
り

う
わ

さ
を

確
認

し
て

本
当

な
ら

阻
⽌

の
動

き
に

つ
な

げ
た

い

10

⼤
槻

防
災

（
エ

コ
？

福
祉

？
）

災
害

に
強

い
地

域
の

実
現

原
発

停
⽌

等
に

よ
る

電
⼒

不
⾜

対
応

。
災

害
時

の
病

院
・

薬
の

対
応

。
⼀

⼈
住

ま
い

の
⽼

⼈
対

応
。

①
電

⼒
エ

ネ
ル

ギ
ー

は
集

中
か

ら
分

散
へ

。
太

陽
光

発
電

パ
ネ

ル
を

公
共

施
設

・
森

林
・

川
岸

等
に

設
置

⇒
売

電
②

病
院

・
薬

局
デ

ー
タ

を
電

⼦
化

し
、

ク
ラ

ウ
ド

化
③

⼀
⼈

住
ま

い
の

⽼
⼈

対
応

で
、

病
気

・
薬

・
連

絡
先

等
の

覚
書

を
冷

蔵
庫

に
④

災
害

時
の

緊
急

物
流

対
応

11
⿊

沢
防

災
防

災
関

連
地

震
等

災
害

に
備

え
る

。
避

難
路

・
場

所
の

確
認

。
区

⺠
各

⾃
3⽇

分
の

⽔
・

⾷
糧

等
を

備
蓄

す
る

。
ヘ

ル
メ

ッ
ト

・
ラ

イ
ト

・
ラ

ジ
オ

等
の

⽤
意

。
・

防
災

フ
ェ

ア
の

開
催

、
会

場
に

⾏
く

⾜
の

確
保

。
市

バ
ス

の
乗

り
継

ぎ
が

で
き

な
い

か
？

12
⼭

下
防

災
防

災
対

策
宮

前
区

で
の

防
災

の
特

徴
。

津
波

な
し

、
溢

⽔
、

⽊
密

地
域

少
な

い
。

し
た

が
っ

て
、

各
家

庭
で

の
対

応
、

備
蓄

倉
庫

、
帰

宅
困

難
者

な
ど

が
主

眼

区
と

し
て

の
防

災
指

針
。

ま
た

は
対

策
⽴

案
。

13
⼤

村
健

康
健

康
の

増
進

①
医

療
保

険
料

の
増

⼤
 

年
間

37
兆

円
に

も
達

す
る

 
②

⽣
活

習
慣

病
の

増
加

 
③

介
護

者
の

増
加

と
家

庭
問

題
④

医
薬

品
に

依
存

す
る

⽣
活

①
qu

ali
ty

 o
f l

ife
の

向
上

を
め

ざ
す

②
週

６
回

の
公

園
体

操
の

実
施

③
積

極
的

体
毒

の
排

出
（

デ
ト

ッ
ク

ス
）

14

浦
野

健
康

魅
⼒

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

坂
道

を
活

か
し

た
ま

ち
づ

く
り

の
⻑

期
的

な
推

進

第
３

期
に

お
い

て
は

冊
⼦

製
作

の
話

ま
で

し
か

で
き

な
か

っ
た

と
い

う
印

象
。

活
⽤

や
健

康
づ

く
り

ま
で

話
を

広
げ

て
い

く
こ

と
が

で
き

れ
ば

。

坂
道

マ
ッ

プ
の

活
⽤

。
区

⺠
の

⽅
々

が
坂

に
親

し
み

を
持

つ
環

境
づ

く
り

。
あ

わ
せ

て
、

そ
れ

ら
の

下
地

に
必

要
な

健
康

づ
く

り
、

体
⼒

づ
く

り
。

15
太

⽥
地

域
福

祉
福

祉
ゾ

ー
ン

を
つ

く
る

宮
前

区
に

は
市

営
住

宅
な

ど
の

公
営

住
宅

が
多

い
。

福
祉

的
対

応
の

で
き

る
施

設
を

呼
び

込
み

安
⼼

し
て

く
ら

せ
る

「
ま

ち
」

に
す

る
。

16
太

⽥
⾼

齢
者

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
？

）

孤
⽴

死
を

防
ぎ

ま
し

ょ
う

宮
前

区
は

⼈
の

⼊
れ

替
わ

り
の

早
い

と
こ

ろ
の

た
め

、
お

互
い

に
交

流
の

な
い

ま
ま

過
ご

し
て

い
る

。
隣

近
所

の
交

流
の

あ
る

地
域

を
⽬

指
し

た
い

。

地
域

で
の

イ
ベ

ン
ト

を
考

え
る

、
ま

た
は

集
ま

れ
る

場
を

設
⽴

し
、

定
期

的
に

開
く

。

① 安 全 で 快 適 に 暮 ら す ま ち づ く り

（ 防 犯 ・ 防 災 ・ 交 通 、 住 環 境 ）

② 幸 せ な 暮 ら し を 共 に 支 え る ま ち

（ 地 域 福 祉 ・ 健 康 ）
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17

福
⽥

⾼
齢

者
（

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

？
）

⾼
齢

者
の

孤
独

死
・

孤
⽴

死
問

題

地
域

に
お

け
る

⼈
間

と
し

て
の

絆
が

⼤
切

な
こ

と
を

そ
れ

ぞ
れ

⾃
覚

し
て

ほ
し

い
そ

れ
が

⽋
け

て
い

る
よ

う
な

気
が

す
る

。

町
内

会
を

中
⼼

に
⽼

⼈
会

・
社

会
福

祉
協

議
会

・
⺠

⽣
委

員
等

が
連

携
し

⾏
政

と
⼀

体
に

な
っ

て
⾒

守
り

の
組

織
作

り
に

取
り

組
ん

だ
ら

ど
う

か
。

18

⽥
浪

⼦
育

て

「
地

域
」

意
識

の
向

上
…

⼦
育

て

宮
前

区
は

⼦
育

て
グ

ル
ー

プ
が

多
く

若
い

お
⺟

さ
ん

達
が

積
極

的
に

地
域

活
動

に
参

加
し

て
く

れ
て

い
る

。
し

か
し

、
こ

ど
も

の
⼿

が
離

れ
て

く
る

と
地

域
か

ら
遠

ざ
か

っ
て

し
ま

う
⼈

も
多

い
。

⼦
育

て
時

期
に

仲
間

作
り

だ
け

で
な

く
、

地
域

で
⾃

分
⾃

⾝
を

⽣
か

そ
う

と
い

う
意

識
を

持
っ

て
も

ら
え

る
よ

う
な

講
座

・
講

習
会

を
開

催
す

る
な

ど

19

岡
⼦

育
て

○
 地

域
の

お
年

寄
り

に
よ

る
⼦

育
て

⽀
援

・
学

業
⽀

援
の

強
化

（
中

⻑
期

的
⽬

標
）

将
来

的
に

は
区

の
税

収
は

厳
し

さ
を

増
し

、
市

内
７

区
そ

れ
ぞ

れ
が

区
の

特
徴

を
出

し
、

住
⺠

に
住

ん
で

も
ら

う
こ

と
を

考
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

時
期

が
来

る
も

の
と

思
わ

れ
る

。
宮

前
区

は
30

代
・

40
代

の
若

い
層

の
転

⼊
出

が
激

し
い

と
⾔

わ
れ

て
い

ま
す

が
、

⼀
⽅

で
、

区
は

「
教

育
レ

ベ
ル

が
⾼

い
」

と
⾔

わ
れ

て
い

ま
す

。
そ

こ
で

、
30

代
・

40
代

の
フ

ァ
ミ

リ
ー

層
に

、
「

安
⼼

し
て

教
育

が
任

せ
ら

れ
る

、
住

み
よ

い
ま

ち
」

で
あ

る
こ

と
を

PR
出

来
な

い
か

と
考

え
る

。
教

育
は

短
期

間
で

成
果

が
出

る
も

の
で

は
な

い
が

、
「

⼦
育

て
に

理
解

の
あ

る
ま

ち
」

「
児

童
を

安
⼼

し
て

預
け

る
諸

施
策

が
充

実
し

て
い

る
ま

ち
」

を
前

⾯
に

打
ち

出
す

こ
と

で
転

⼊
が

促
進

さ
れ

、
転

出
後

も
⾃

分
が

育
っ

た
ま

ち
宮

前
区

に
帰

っ
て

く
る

と
い

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

地
域

の
お

年
寄

り
に

協
⼒

依
頼

す
る

⽀
援

策
。

既
に

ヤ
ン

グ
マ

マ
を

対
象

に
「

悩
み

相
談

」
、

「
⼦

育
て

⽀
援

」
、

両
親

共
働

き
の

⽅
々

に
は

「
わ

く
わ

く
プ

ラ
ザ

」
等

が
活

動
し

て
い

ま
す

が
、

こ
れ

ら
の

さ
ら

な
る

⽀
援

の
た

め
、

地
域

の
お

年
寄

り
（

⽼
⼈

ク
ラ

ブ
、

⼦
供

の
お

相
⼿

が
出

来
る

⾼
齢

者
等

）
に

働
き

か
け

、
⼦

育
て

⽀
援

、
学

業
⽀

援
の

⼿
助

け
を

し
て

も
ら

う
地

域
ぐ

る
み

の
⼈

間
形

成
型

⽀
援

の
実

施
。

20

⼤
槻

⼦
育

て

家
庭

教
育

の
⽀

援
強

化
⼦

ど
も

を
取

り
巻

く
環

境
は

核
家

族
化

・
孤

⽴
化

・
共

稼
ぎ

が
進

み
、

社
会

全
体

で
家

庭
教

育
⽀

援
が

必
要

。
こ

の
観

点
か

ら
地

域
に

よ
る

親
の

家
庭

教
育

⽀
援

や
⼦

ど
も

へ
の

家
庭

教
育

⽀
援

が
重

要
で

あ
り

、
新

た
な

取
り

組
み

が
必

要
。

「
わ

く
わ

く
プ

ラ
ザ

」
や

「
こ

ど
も

⽂
化

セ
ン

タ
ー

」
で

は
不

⼗
分

。

異
世

代
交

流
。

「
親

育
ち

・
⼦

ど
も

⽀
援

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

」
構

築
。

拠
点

は
誰

で
も

歩
い

て
い

け
る

距
離

で
。

そ
こ

に
⾏

く
と

誰
か

し
ら

⾃
分

の
興

味
を

引
く

。
す

な
わ

ち
地

域
の

⼩
学

校
。

親
の

持
っ

て
い

な
い

ス
キ

ル
・

体
験

を
通

じ
て

。
未

就
学

児
の

親
へ

も
対

応
。

学
校

⽀
援

セ
ン

タ
ー

と
も

連
携

。
（

地
域

⼈
材

・
シ

ニ
ア

⼈
材

）

21
⼤

村
⼦

育
て

定
年

後
の

⽣
き

が
い

探
し

①
ポ

ス
ト

川
崎

都
⺠

②
団

塊
世

代
の

増
加

③
シ

ニ
ア

世
代

の
活

性
化

①
⽣

涯
学

習
の

充
実

②
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
へ

の
参

加
③

⾼
齢

者
⼤

学
の

創
設

④
シ

ニ
ア

よ
ろ

ず
相

談
の

利
⽤

促
進

22
⿊

沢
⾃

然
環

境
問

題
花

と
み

ど
り

の
ま

ち
づ

く
り

、
四

季
折

々
気

持
ち

の
良

い
散

歩
道

づ
く

り
◎

花
・

鉢
物

等
の

配
布

◎
公

共
の

場
に

ご
み

を
捨

て
な

い
こ

と
が

重
要

◎
区

⺠
に

そ
の

旨
を

絶
え

ず
広

報
す

る
23

岡
⾃

然

住
⺠

の
⼿

に
よ

る
「

緑
あ

ふ
れ

る
ま

ち
づ

く
り

」
の

推
進

（
短

期
的

⽬
標

）

い
つ

の
間

に
か

緑
が

な
く

な
り

マ
ン

シ
ョ

ン
群

が
⽬

⽴
つ

よ
う

に
な

っ
た

。
こ

の
ま

ま
で

は
、

宮
前

区
も

ベ
ッ

ド
タ

ウ
ン

化
（

住
む

）
し

、
「

暮
ら

す
ま

ち
」

に
は

な
ら

な
い

。
「

花
と

み
ど

り
の

あ
ふ

れ
る

ま
ち

づ
く

り
」

の
た

め
、

緑
化

に
取

り
組

ん
で

お
ら

れ
る

区
内

の
推

進
団

体
を

⼀
同

に
会

し
、

住
⺠

に
「

花
・

緑
」

に
興

味
を

持
っ

て
も

ら
う

イ
ベ

ン
ト

施
策

が
あ

れ
ば

と
考

え
ま

す
。

・
「

緑
化

週
間

」
、

「
地

域
で

の
花

祭
り

」
「

区
⺠

祭
」

等
に

お
け

る
、

花
の

展
⽰

即
売

、
花

に
関

す
る

講
習

会
の

実
施

。
・

「
緑

化
運

動
」

に
取

り
組

ん
で

い
る

団
体

の
区

内
表

彰
。

（
活

動
さ

れ
て

い
る

団
体

の
励

み
に

も
な

る
）

24
平

井
⾃

然
緑

の
保

全
、

緑
の

あ
る

地
域

づ
く

り

マ
ン

シ
ョ

ン
が

多
く

た
ち

開
発

さ
れ

る
が

そ
こ

に
も

、
し

っ
か

り
と

し
た

緑
地

の
確

保
が

で
き

る
よ

う
に

。
解

決
⽅

法
は

み
ん

な
で

話
し

合
っ

て
⾏

う
も

の
だ

と
思

い
ま

す
。

25
本

郷
⾃

然
平

瀬
川

の
⽔

質
地

下
⽔

路
を

通
じ

て
⽉

に
３

回
ほ

ど
汚

⽔
が

流
⼊

し
て

い
る

。
発

⽣
を

追
及

し
、

や
め

さ
せ

た
い

。
地

下
⽔

路
の

要
所

に
の

ぞ
き

窓
を

設
け

、
市

⺠
が

確
認

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

26
⽩

井
公

園
⼟

橋
７

丁
⽬

公
園

ト
イ

レ
に

つ
い

て

公
園

に
ト

イ
レ

が
無

い
と

い
う

こ
と

で
不

便
を

感
じ

る
⼈

が
多

い
。

⽼
⼈

会
主

催
の

バ
ス

も
発

着
す

る
の

で
、

ぜ
ひ

と
の

声
が

あ
り

ま
す

。
27

福
⽥

エ
コ

廃
棄

物
の

減
量

化
普

通
ご

み
に

つ
い

て
⼀

般
住

⺠
の

関
⼼

が
無

さ
過

ぎ
る

よ
う

な
気

が
す

る
。

減
量

化
に

つ
い

て
ま

ち
ぐ

る
み

で
取

り
組

ん
だ

ら
ど

う
か

。

⼀
般

住
⺠

は
ご

み
は

無
料

で
捨

て
ら

れ
る

と
思

っ
て

い
る

。
廃

棄
物

に
は

処
理

費
⽤

に
相

当
な

税
⾦

が
使

わ
れ

て
い

る
こ

と
や

分
別

収
集

の
こ

と
を

Ｐ
Ｒ

し
、

啓
蒙

し
て

は
ど

う
か

28

⼤
槻

農
業

農
業

の
育

成
・

分
散

農
地

の
効

率
化

・
中

堅
企

業
の

活
性

化
①

分
散

農
地

に
セ

ン
サ

ー
を

設
置

し
、

か
ん

き
ょ

う
を

集
中

管
理

し
て

効
率

化
を

は
か

る
②

宮
前

区
の

⼤
学

や
近

郊
⼤

学
と

中
堅

企
業

を
連

携
さ

せ
、

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

は
か

る

⑤ 活 力 に あ

（ 産 業 振 興

づ く り ③ 人 を 育 て 心 を 育 む ま ち づ く り

（ 子 育 て ・ 生 涯 学 習 ・ 人 権 ）

④ 環 境 を 守 り 自 然 と 調 和 し た ま ち づ く り

（ エ コ ・ 自 然 ・ 公 園 ）
７ページ アンケートまとめ
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岡
農

業
（

魅
⼒

？
）

農
産

物
地

産
地

消
の

推
進

（
短

期
的

⽬
標

）

宮
前

区
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
で

「
農

産
物

直
売

所
マ

ッ
プ

」
が

作
ら

れ
た

。
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
と

連
動

し
て

地
産

地
消

を
強

⼒
に

推
進

出
来

な
い

も
の

か
。

⽬
的

は
、

地
域

の
住

⺠
に

①
区

内
に

も
元

気
な

農
家

が
あ

る
こ

と
の

紹
介

②
地

産
地

消
を

勧
め

る
こ

と
で

地
域

住
⺠

と
農

業
従

事
者

の
W

in
W

in
の

関
係

を
構

築
す

る
。

最
終

⽬
的

は
、

区
内

の
住

⺠
に

宮
前

区
は

⽣
活

し
や

す
い

or
暮

ら
し

や
す

い
ま

ち
で

あ
る

こ
と

の
PR

や
認

知
度

ア
ッ

プ
を

は
か

る
こ

と
。

野
菜

類
⾼

騰
の

折
、

住
⺠

、
⽣

産
者

双
⽅

に
メ

リ
ッ

ト
が

期
待

出
来

る
も

の
と

考
え

ま
す

。

年
2回

（
春

・
秋

）
に

区
内

⽣
産

者
⼀

堂
に

集
待

っ
て

も
ら

い
、

展
⽰

販
売

会
（

収
穫

祭
）

を
実

施
。

・
出

展
⽣

産
者

ブ
ー

ス
を

設
け

、
⾃

作
の

⽣
産

物
を

展
⽰

販
売

。
・

農
産

物
直

売
所

マ
ッ

プ
の

配
布

。
家

庭
菜

園
の

作
り

⽅
講

習
。

採
れ

た
野

菜
で

の
料

理
教

室
等

々
。

・
展

⽰
会

の
場

所
は

北
部

市
場

、
JA

セ
レ

サ
川

崎
、

宮
前

区
役

所
広

場
、

宮
崎

台
公

園
et

c
30

宮
﨑

産
業

（
こ

そ
だ

て
？

）

産
業

振
興

を
意

識
し

た
起

業
家

塾
の

提
案

地
域

経
済

の
繁

栄
は

産
業

の
振

興
を

常
に

実
践

す
る

こ
と

と
云

わ
れ

て
い

る
。

多
様

か
つ

発
展

性
に

富
ん

だ
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

や
、

将
来

を
嘱

望
さ

れ
る

多
岐

な
中

⼩
企

業
の

出
現

を
願

っ
て

い
る

。

⼩
学

校
、

中
学

校
に

お
け

る
課

外
活

動
の

⼀
環

と
し

て
区

内
在

住
の

企
業

家
OB

等
に

よ
る

起
業

家
の

卵
を

育
て

る
た

め
の

起
業

家
塾

の
実

現
が

望
ま

れ
る

。

31
⿊

沢
魅

⼒
友

好
都

市
と

の
交

流
例

年
通

り
佐

久
市

と
の

交
流

を
続

け
る

よ
り

多
く

の
参

加
者

が
増

え
る

様
努

⼒
す

る
。

32

宮
﨑

魅
⼒

観
光

⼤
使

、
親

善
⼤

使
の

組
織

化
の

提
案

宮
前

区
の

特
徴

、
存

在
な

ど
を

地
球

規
模

に
て

発
信

す
る

た
め

に
、

宮
前

区
と

ゆ
か

り
の

あ
る

県
外

、
海

外
在

住
者

を
組

織
化

し
て

⽣
活

の
中

で
の

宮
前

区
の

PR
役

を
担

う
。

年
に

数
回

頻
度

、
ﾚ

ﾎﾟ
ｰﾄ

提
出

も
⾏

う
。

こ
の

得
ら

れ
た

情
報

を
ど

の
よ

う
に

活
⽤

す
る

か
な

ど
も

検
討

し
た

い
。

33
⼭

下
魅

⼒
ハ

コ
モ

ノ

「
ハ

コ
モ

ノ
」

ま
た

は
「

競
技

場
」

の
建

設

川
崎

は
「

お
ん

が
く

の
ま

ち
」

と
⾔

い
な

が
ら

宮
前

区
内

に
は

し
か

る
べ

き
建

造
物

が
無

い
。

ま
た

、
⼤

会
を

開
催

で
き

る
よ

う
な

競
技

場
が

無
い

。

適
当

な
⽤

地
の

発
掘

・
確

保
が

必
要

34
⿊

沢
区

役
所

サ
ー

ビ
ス

（
⽣

涯
学

習
？

）

区
役

所
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

充
実

広
報

誌
だ

け
で

は
⾜

り
な

い
・

無
料

パ
ソ

コ
ン

教
室

の
開

催
・

フ
ェ

イ
ス

ブ
ッ

ク
の

利
⽤

35
平

井
区

役
所

サ
ー

ビ
ス

多
す

ぎ
る

回
覧

物
多

す
ぎ

る
、

情
報

の
統

⼀
化

36

⼤
槻

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

地
域

サ
ー

ビ
ス

の
ネ

ッ
ト

に
よ

る
検

索

宮
前

区
は

転
⼊

者
が

多
い

の
で

各
種

の
サ

ー
ビ

ス
を

容
易

に
⾒

つ
け

出
せ

る
よ

う
に

。
公

的
サ

ー
ビ

ス
以

外
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

的
な

安
易

な
サ

ー
ビ

ス
を

ネ
ッ

ト
で

検
索

で
き

る
シ

ス
テ

ム
作

り
。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
⼈

々
も

登
録

し
て

も
ら

う
。

マ
ッ

チ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
を

作
り

、
図

っ
た

こ
と

を
解

決
し

や
す

く
す

る
。

⼦
育

て
⽀

援
・

ス
ポ

ー
ツ

⽀
援

も
あ

ら
う

。

37

藤
⽥

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

み
ん

な
が

参
加

で
き

る
お

祭
り

み
ん

な
が

参
加

で
き

る
祭

り
が

少
な

い
。

（
区

⺠
祭

・
ふ

れ
あ

い
フ

ェ
ス

タ
）

参
加

の
み

で
な

く
、

⼿
伝

い
で

き
る

体
制

の
を

つ
く

る
。

ま
ち

づ
く

り
へ

積
極

的
に

⼿
伝

い
し

て
い

る
⼈

が
ま

だ
少

な
い

。

必
ず

し
も

⼤
き

な
祭

り
で

な
く

て
も

よ
い

。
⼩

さ
な

祭
り

の
積

み
重

ね
（

例
：

盆
踊

り
）

区
内

で
の

共
通

意
識

が
持

て
る

も
の

。
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
⼤

会
な

ど
も

考
え

ら
れ

る
。

38

⽥
浪

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

世
代

間
交

流
普

段
接

す
る

機
会

が
少

な
い

世
代

を
交

流
す

る
こ

と
で

新
た

な
発

⾒
が

あ
っ

た
り

、
地

域
の

⾒
⽅

が
変

わ
っ

た
り

す
る

こ
と

が
あ

る
。

そ
ん

な
機

会
を

増
や

し
て

い
き

た
い

。

既
に

う
ぇ

る
か

む
ク

ラ
ス

で
⺠

⽣
委

員
さ

ん
と

⼦
育

て
中

の
お

⺟
さ

ん
達

と
の

交
流

が
あ

っ
た

り
⼦

育
て

フ
ェ

ス
タ

で
は

中
学

⽣
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

遊
ん

で
く

れ
て

い
た

り
し

て
い

る
が

⼤
変

好
評

で
あ

る
。

気
軽

に
交

流
で

き
る

よ
う

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
作

り
。

39

⽥
浪

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

世
代

間
交

流
そ

れ
ぞ

れ
の

世
代

間
の

交
流

だ
け

で
な

く
幅

広
い

年
代

の
⼈

た
ち

が
参

加
で

き
る

グ
ル

ー
プ

が
あ

る
と

よ
い

。
ワ

ン
ワ

ン
ク

ラ
ブ

な
ど

は
⽐

較
的

世
代

が
限

定
さ

れ
て

い
な

い
よ

う
に

思
う

。
パ

ト
ロ

ー
ル

な
ど

防
犯

対
策

を
⾏

っ
て

く
れ

て
い

る
が

、
世

代
交

流
に

も
⼀

役
買

っ
て

も
ら

え
な

い
だ

ろ
う

か
？

？

40

⽥
浪

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

「
地

域
」

意
識

の
向

上
…

3 
４

０
代

時
間

が
無

く
も

っ
と

も
⽣

活
に

追
わ

れ
る

30
 

40
歳

代
の

⼈
た

ち
に

地
域

の
⼤

切
さ

を
意

識
し

て
も

ら
い

た
い

「
楽

し
い

」
「

お
得

な
」

「
楽

で
き

る
」

な
ど

を
キ

ー
ワ

ー
ド

に
地

域
に

参
加

す
る

き
っ

か
け

づ
く

り
を

す
る

。
商

店
街

と
の

タ
イ

ア
ッ

プ
企

画
な

ど
。

あ ふ れ 躍 動 す る ま ち づ く り

興 ）

⑥ 個 性 と 魅 力 が 輝 く ま ち づ く り

（ 魅 力 発 信 ・ 芸 術 振 興 ）

⑦ 参 加 と 協 働 に よ る 市 民 自 治 の ま ち づ く り

（ 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ 区 役 所 サ ー ビ ス ）
８ページ アンケートまとめ
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平
井

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

地
域

の
町

内
会

。
⼦

ど
も

会
の

加
⼊

率
の

減
少

地
域

で
、

お
互

い
助

け
合

い
の

で
き

る
触

れ
合

い
の

あ
る

ま
ち

づ
く

り
。

⼦
ど

も
た

ち
に

、
良

い
ふ

る
さ

と
づ

く
り

。
町

内
会

、
⼦

ど
も

会
の

魅
⼒

あ
る

活
動

の
⼯

夫
と

情
報

交
換

解
決

⽅
法

は
み

ん
な

で
話

し
合

っ
て

⾏
う

も
の

だ
と

思
い

ま
す

。

42

⼭
下

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

町
内

会
・

⾃
治

会
活

性
化

地
域

を
動

か
す

団
体

は
町

内
会

・
⾃

治
会

。
例

え
ば

防
災

・
⾼

齢
者

対
策

な
ど

。
新

住
⺠

の
地

域
に

対
す

る
意

識
が

低
い

。
役

員
の

な
り

⼿
が

い
な

い
。

組
織

率
60

％
台

・
町

内
会

、
⾃

治
会

の
統

⼀
的

指
針

を
作

成
す

る
。

好
事

例
を

紹
介

す
る

。
防

災
対

策
を

前
⾯

に
だ

す
。

（
今

回
の

委
員

は
⾃

治
会

関
係

者
が

多
い

）
43

直
本

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

作
り

転
⼊

・
転

出
が

多
く

、
ま

た
、

⼀
⼈

暮
ら

し
世

帯
も

増
え

て
い

る
中

で
、

地
域

に
と

け
こ

め
な

い
⼈

々
も

多
数

い
る

。
も

う
少

し
地

域
の

輪
や

近
隣

の
つ

な
が

り
が

深
め

ら
れ

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
作

り
を

す
す

め
た

い
。

近
隣

の
お

付
き

合
い

を
深

め
る

⑧ そ の 他

44

平
井

１
期

２
期

３
期

に
⾏

っ
た

提
⾔

の
、

⾒
守

り
と

、
検

討

決
し

て
⾯

倒
と

い
う

こ
と

で
は

な
く

、
せ

っ
か

く
３

期
に

わ
た

っ
て

⾊
々

提
⾔

し
て

い
る

の
で

、
そ

れ
を

振
り

返
っ

て
み

る
の

が
⼤

切
と

思
い

ま
す

。
３

期
に

提
⾔

し
て

た
情

報
サ

ポ
ー

タ
ー

、
坂

道
の

こ
と

も
続

け
て

い
き

た
い

。
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